
 

 
アジアのグラフィックデザイン展で 

題材に取り上げられる 

エコミューズのポスターができました 
 エコミューズ

をもっと皆さん

に知っていただ

きたいと思って

いたところに、

グッドタイミン

グですばらし

い話が舞い込

みました。プロのデザイナーたちがエコミューズを題材

にしてポスターを製作し、それを「アジアのグラフィッ

クデザイン展」（主催：Osaka Design Pack実行委員

会※）に出品するというものです。そしてこのたび、プ

サン、香港、大阪の 3人のデザイナーたちが手がけたエ

コミューズのポスター、３作品ができあがりました。 

ポスターはどれも個性的で、エコミューズのメッセー

ジがいろんな形で表現されています。これからどんどん

活用していきますので、街で見かけたら、ぜひ眺めてみ

てください。 
「アジアのグラフィックデザイン展」は今年の 9月 30日（土）
～10 月 15 日（日）に大阪市立近代美術館建設準備室心斎橋
展示室で開催。入場無料。大阪、プサン、上海、香港、ハン

ブルグのグラフィックデザイナー15人のポスター作品、計 80
点を展示。 
※実行委員会＝大阪芸術大学、大阪市[ゆとりとみどり振興
局]、大阪市教育委員会[近代美術館建設準備室] 

 
第 29 回西淀川地域研究会 開催 
阪神工業地帯の形成と西淀川の変貌 
小田康徳館長が主宰する西淀川地域研究会の第 29回

目を 6月 12日に開催しました。「阪神工業地帯の形成と

西淀川の変貌」と題しておこなわれた今回の研究会では、

大正 14年の大阪市編入時点から工業化、戦時体制、農

業・漁業の衰退、公害問題の発生、などを経てきた西淀

川区の変貌の様子が語られました。 

 

淀川勤労者厚生協会 職員勉強会 

「西淀川公害」のビデオ映写 
6 月 16 日、西淀川区内で働く人たちが主催した地域

学習会の場で、エコミューズのスタッフが西淀川公害に

ついて話をする機会を得ました。この勉強会は（財）淀

川勤労者厚生協会の職員がメンバーとなっているグル

ープ“ジャンボリー”が「西淀川区の歴史 公害の町の

歩みを学ぼう」というテーマで開催しました。勉強会で

はあおぞら財団所蔵の西淀川公害に関するビデオを上

映しました。これからも地域の皆さんとともに学んでい

けたらと思います。 

 
人権と環境教育 

文の里中学校

の生徒たち来館 
大阪市立文の里中

学校（阿倍野区）2

年生のフィールドワ

ークの受け入れを 6

月 28日におこないました。リバティおおさか（大阪人

権博物館）の見学とセットになった授業で、午前は 25

人、午後は 22人の生徒たちがエコミューズを訪れまし

た。 

西淀川公害の解説、資料見学、西淀川公害患者と家族

の会メンバーによる語

り部をプログラムとし

て実施しました。 

緊張した面持ちの生

徒たちでしたが、展示資

料や写真、裁判記録、被

害者の語りからさまざ

まなことを学んでくれたと思います。 

ちなみに、この受け入れでエコミューズの来館者数は

オープンした 3月 18日以降 200人を超えました！

あおぞら財団附属のエコミューズは大気汚染

公害問題資料、西淀川地域資料などを所蔵し

ています。ぜひ、ご利用ください。 
■場   所：あおぞらビル５F 
■利用時間：月曜日と金曜日 10：00-17：00 

（12：00-13：00休み。祝日休み） 

エコミューズ あおぞら財団 西淀川・公害と環境資料館 
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真剣に話を聞く中学生たち 

大気汚染の様子を解説 

あおぞらビルに貼ってます 



 

 

 
2 号線沿いはイチジク畑？ 

佃・千舟 70 年前の映像 
 

国道 2号線の開通は大正 15（1926）年です。開通当

時は、現在のような市街地ではなく、田園の中を突き抜

ける道路でした。また、阪神国道線という路面電車が道

の中央を走っていました。 

 当時の様子が映像で残っているのをご存知ですか？

雪が積もる 2 号線を雪かきしたり、マラソン大会や、

陸軍が行軍している様子、田蓑神社の森が見えたり、淀

川のハゼつりなど、

自然がいっぱい残

っていたことがよ

くわかる映像です。 

映像の持ち主は

溝口重夫さん。国道

2号線沿いにあった

溝口歯車工場のご子息です。歯車工場の様子も撮影され

ています。 

大阪歴史博物館でも視聴できますが、国道 2 号線沿

いにあるエコミューズでチンチン電車の映像を見るの

もなかなかいいものですよ。（林） 

 

＊お知らせ＊ 
 

 

 
2006年 7月 4日（火）～7日（金） 
第３回環境経済学世界大会 
[あおぞら財団がブース出展しています！！！] 
本誌表面で紹介したエコミューズのポスターも展示 

 

 
 大気汚染で有名な四

日市公害ですが、四日市

市環境情報センターの

一室に「公害資料室」が

あります。当時使われて

いた空気清浄機や、大気

テレメーターシステムなどの機器と共に、四日市公害

を解説したパネルや裁判記録などが並んでいます。窓

からはコンビナートの風景を見ることができます。双

眼鏡も常備されています。 

 
会場：国立京都国際会館 
〒606-0001 京都市左京区宝ヶ池 
         TEL. 075-705-1234（代表） 
 
----------------------------------------------------------------------------- 
2006年 8月 31日（木）18:00～20:00 
第 30 回西淀川地域研究会 

「アスベストと健康調査の歴史―提訴を機に」 
報告者 村松昭夫氏 

（大阪じん肺アスベスト弁護団副団長） 

主宰：小田康徳氏 
会場：あおぞらビル 5F 
 
----------------------------------------------------------------------------- 
エコミューズに「食育文庫」ができつつあります！ 

 「ほんとうの青空を」という映像を見ましたが、西

淀川の患者さんたちが映像に登場していてびっくり！

同じ大気汚染の資料館として、協力関係を築きたいな

と感じました。（林／2006年 5月 20日訪問） 

食育に関する図書が 22冊あります。 

ぜひ、ご利用ください。 

 

館
やかた

 
訪問記 

その７． 
大気汚染の公害資料室 
四日市環境情報センター 
三重県四日市市本町 9-8本町プラザ 4階 

所蔵資料紹介 ７ 映像資料 
2 号線で自転車レース
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編集後記 
 
 近頃は海外からのお客様が続いています。タイからは

NGOのメンバーの方々、アジアグラフィックデザイン展

参加者からは香港と韓国のデザイナー、７月初旬には韓

国から司法修習生が研修に来ます。世界に発信中です。 
 


